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暴
力
団
排
除
条
例
の
意
義
及
び
内
容

本
稿
で
取
り
上
げ
る
暴
力
団
排
除
条
例
と
は
、
住

民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
観
点
か
ら
暴
力
団
及
び
そ

の
構
成
員
並
び
に
そ
の
関
係
者
（
以
下
「
暴
力
団
員

等
」
と
い
う
。）
を
自
治
体
契
約
の
当
事
者
か
ら
排

除
し
、
公
共
施
設
を
暴
力
団
員
等
が
利
用
す
る
こ
と

を
拒
否
し
、
暴
力
団
事
務
所
の
立
地
を
規
制
し
、
暴

力
団
員
等
へ
の
利
益
供
与
を
禁
止
し
、
暴
力
団
等
と

の
経
済
取
引
を
制
限
す
る
な
ど
複
数
の
規
制
内
容
を

含
ん
だ
地
域
に
お
け
る
暴
力
団
勢
力
の
弱
体
化
を
目

指
す
条
例
で
す
。

暴
力
団
員
等
の
社
会
経
済
活
動
に
対
す
る
規
制
や

排
除
は
、
国
法
レ
ベ
ル
で
は
、
平
成
３
年
に
制
定
さ

れ
た
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）
が
あ
り
ま

す
（
（

（
注

。
同
法
で
は
、
暴
力
団
を
反
社
会
的
な
団
体
と
し

て
法
的
に
位
置
付
け
、
暴
力
団
員
等
の
国
民
に
対
す

る
不
当
行
為
や
暴
力
団
員
等
の
利
益
と
な
る
諸
種
の

活
動
に
制
約
を
課
し
て
き
ま
し
た（
図
18-

１
参
照
）。

し
か
し
、
暴
力
団
員
等
に
よ
る
巧
妙
な
手
口
や
暴

力
的
手
法
に
よ
る
資
金
源
確
保
の
た
め
の
活
動
等
が

後
を
絶
た
な
い
こ
と
や
、
地
域
の
レ
ベ
ル
で
も
暴
力

団
抗
争
や
暴
力
団
員
等
が
関
係
す
る
刑
事
事
件
で
一

般
の
住
民
が
被
害
者
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
暴
力
団

排
除
の
動
き
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
平
成
22
年
４
月
１
日
、

福
岡
県
が
先
陣
を
き
っ
て
暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行

し
ま
し
た

（
（

（
注

。
地
方
公
共
団
体
が
制
定
す
る
暴
力
団
排

除
条
例
は
、
暴
対
法
と
は
異
な
り
、
暴
力
団
員
自
身

の
行
為
の
み
で
は
な
く
、
暴
力
団
に
利
す
る
よ
う
な

行
為
を
行
う
事
業
者
の
行
為
を
規
制
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜

第18回都道府県条例と
市町村条例②

自治体職員のための政策法務入門

鹿児島大学法文学部法政策学科准教授
宇那木正寛

連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

前
回
は
、
都
道
府
県
条
例
と
市
町
村
条
例
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
基
本
事
項
を
解
説
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
い
わ
ゆ
る
暴
力
団
排
除
の
関
す
る
事
務
を

例
に
、
都
道
府
県
の
条
例
と
市
町
村
の
条
例
が
同

一
事
項
を
規
律
対
象
と
す
る
競
合
関
係
あ
る
い
は

抵
触
関
係
に
あ
る
場
合
、
い
ず
れ
の
条
例
が
適
用

さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
前
回
の
知
識
を
使
っ
て
検

討
し
ま
し
ょ
う

（
（

（
注

。
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図18－１　暴対法第９条に定める具体的措置等
条項 具体的措置（禁止行為） 規制対象者 実効性確保の措置

第１号 公知でない事実等を公表しないことを対償として金品等の供
与を要求する行為

指定暴力団員

・中止命令等（第11条）
・罰則（第46条）
中止命令に違反した場
合には、３年以下の懲
役若しくは500万円以
下の罰金に処し、又は
これを併科する

第２号 みだりに金品等の贈与を要求する行為
第３号 下請等への参入を要求する行為
第４号 みかじめ料を要求する行為
第５号 用心棒料等を要求する行為
第６号 高利債権等に係る債務の履行を求める行為
第７号 粗野、乱暴な言動等を用いた債権等の取立の行為
第８号 債務免除及び履行の猶予をみだりに要求する行為
第９号 金銭貸付業者以外の者に貸付等をみだりに要求する行為
第10号 不当に金融商品取引を要求する行為
第11号 不当に株式の買取等を要求する行為
第12号 不当に預金又は貯金の受け入れ等を要求する行為

第13号 正当な権原で建物敷地を居住用又は事業の用に供している者
に対して、その意思に反して明渡しを要求する行為

第14号 土地への支配の誇示をやめることの対償として金品等の供与
を要求する行為

第15号 宅地建物取引業者に対し、不当に宅地、建物の媒介を要求す
る行為

第16号 宅地建物取引業者以外の者に対し、宅地等の売買等をみだり
に要求する行為

第17号 建設業者に対し、不当に建設工事を行うことを要求する行為。
第18号 不当に集会施設等の施設利用を要求する行為

第19号 交通事故等の示談に介入し、損害賠償として、金品等の供与
を要求する行為

第20号
商品等の瑕疵、あるいは交通事故等による損害がないにもか
かわらず、これらがあるなどとして、みだりに金品の供与を
要求をする行為

第21号

行政庁に対し、自己又は自己の関係者がした許認可等に係る
申請が、法令に定められた許認可の要件等に該当しないにも
かかわらず、当該許認可等をすることを要求し、不利益処分
の要件に該当する事由があるにもかかわらず、当該不利益処
分をしないことを要求する行為

第22号

行政庁に対し、特定の者がした許認可等に係る申請が、法令
に定められた許認可の要件等に該当するにもかかわらず、当
該許認可等をしないことを要求し、不利益処分の要件に該当
する事由がないにもかかわらず、当該不利益処分をすること
を要求する行為

第23号 国等に対し、入札参加資格等がないにもかかわらず、自己又
は自己の関係者を当該入札に参加させることを要求する行為

第24号 国等に対し、入札参加資格等を有する者であるにもかかわら
ず、当該入札に参加させないことを要求する行為

第25号
人に対して、入札に参加しないこと、又は一定の価格その他
の条件をもって当該入札に係る申込みをすることをみだりに
要求する行為

第26号
国等に対して、自己又は自己の関係者を契約の相手方とする
ことを要求し、又は、特定の者を契約の相手方としないこと
をみだりに要求する行為

第27号

国等に対し、当該国等が行う売買等の契約の相手方に対して
自己又は自己の関係者から当該契約に係る役務の提供の受け
入れを求める指導、助言その他の行為をすることをみだりに
要求する行為
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と
の
禁
止
（
第
15
条
第
１
項
）、
暴
力
団
員
等
が
事

業
者
か
ら
第
15
条
第
１
項
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る

金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を
受
け
る
こ

と
等
の
禁
止
（
第
15
条
第
２
項
）、
事
業
者
が
暴
力

団
の
威
力
を
利
用
す
る
こ
と
等
の
禁
止
（
第
16
条
）、

暴
力
団
を
利
す
る
契
約
の
締
結
を
し
な
い
よ
う
に
す

る
努
力
義
務
（
第
17
条
）、
不
動
産
を
暴
力
団
事
務

所
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
の
譲
渡
等

の
禁
止（
第
18
条
第
２
項
）、当
該
譲
渡
等
に
つ
い
て
、

当
該
不
動
産
が
暴
力
団
事
務
所
の
用
に
供
さ
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
、そ
の
代
理
人
と
な
る
こ
と
の
禁
止（
第

19
条
第
２
項
）
な
ど
、
県
民
、
事
業
者
の
経
済
活
動

に
お
け
る
禁
止
事
項
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
５
章
（
義
務
違
反
者
に
対
す
る
措
置
）
は
、
公

安
員
委
員
会
が
条
例
の
規
定
に
違
反
す
る
と
疑
わ
れ

る
関
係
者
に
対
し
、
説
明
又
は
資
料
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
（
第
20
条
）、第
15
条
、第
16
条
、

第
18
条
第
２
項
、
第
19
条
第
２
項
に
違
反
す
る
者
な

ど
に
対
し
、
暴
力
団
排
除
に
つ
い
て
勧
告
し
（
第
21

条
）、
説
明
又
は
資
料
提
供
に
正
当
な
理
由
な
く
応

じ
な
か
っ
た
場
合
又
は
勧
告
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る（
第
22
条
第
１
項
）

と
し
て
い
ま
す
。

第
６
章
（
雑
測
）
は
、
県
条
例
と
市
町
村
条
例
に

つ
い
て
の
適
用
除
外
（
第
23
条
）、
公
安
委
員
会
へ

の
委
任
の
根
拠
を
定
め
て
い
る
（
第
24
条
）。

第
７
章
（
罰
則
）
は
、
第
14
条
第
１
項
に
定
め
る

暴
力
団
排
除
条
例
の
内
容

（
１
）
都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例

都
道
府
県
の
暴
力
団
排
除
条
例
に
お
け
る
規
制
の

メ
ニ
ュ
ー
は
多
岐
に
わ
た
り
、
個
性
の
あ
る
条
例
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
お
お
む
ね
主
要
な
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
暴
力
団
排

除
条
例
（
以
下
「
岡
山
県
条
例
」
と
い
い
ま
す
。）

を
例
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
図
18-

２

参
照
）。

岡
山
県
条
例
第
１
章
（
総
則
）
は
、
目
的
（
第
１

条
）、
定
義
（
第
２
条
）、
基
本
理
念
（
第
３
条
）、

県
の
責
務
（
第
４
条
）、市
町
村
の
役
割
（
第
５
条
）、

県
民
等
の
役
割
（
第
６
条
）
を
定
め
て
い
ま
す
。
第

２
章
（
基
本
的
施
策
）
は
、
県
が
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
（
第
７
条
）、
推
進

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
（
第
８
条
）、
県
の
公
共
工

事
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
の
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
（
第
９
条
）、
県
の
公
の
施
設
を
暴
力
団

に
利
用
さ
せ
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
（
第
10
条
）、

暴
力
団
か
ら
危
害
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
者

の
保
護
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
（
第
11
条
）、

国
、
市
町
村
、
事
業
者
及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
、

暴
力
団
排
除
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行

う
こ
と
（
第
12
条
）
と
い
っ
た
県
の
責
務
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

第
３
章
（
青
少
年
の
暴
力
団
か
ら
の
保
護
）
は
、

青
少
年
が
暴
力
団
に
加
入
し
た
り
、
暴
力
団
か
ら
被

害
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
指
導
や
教
育

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
措
置
を
講
ず
る
こ
と
（
第

13
条
）
の
ほ
か
、
教
育
関
連
施
設
か
ら
２
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
に
お
け
る
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
、
運
営

の
禁
止
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
（
第
14
条
）。
第

４
章（
暴
力
団
員
等
に
対
す
る
利
益
供
与
の
禁
止
等
）

は
、
事
業
者
が
暴
力
団
員
等
に
利
益
供
与
を
す
る
こ

2

図18－２　岡山県条例における具体的措置等
条文 具体的措置 規制対象者 実効性の確保の措置
第14条
第１項

暴力団事務所の開設
又は運営の禁止

開設又は運営し
ようとする者

・懲役又は罰金（第25条）
・両罰規定（第26条）

第15条
第１項

利益供与の禁止 事業者

・勧告（第21条）
・公表（第22条第１項）

第15条
第２項

利益供与の受領禁止 暴力団員等

第16条 暴力団の威力利用等
の禁止

事業者

第18条
第２項

暴力団事務所の用に
供する不動産の譲渡
等の禁止

不動産譲渡等を
する者

第19条
第２項

暴力団事務所の用に
供する不動産の譲渡
等の代理等の禁止

代理人等
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携
す
る
（
第
12
条
）、
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
逗
子
市
条
例
の
内
容
は
、
暴
力
団
排

除
の
理
念
と
市
の
責
務
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
措
置
を
定
め
る
規
定
は
、
公
の
施
設
の
利
用

が
暴
力
団
の
利
益
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、

利
用
の
承
認
を
せ
ず
、
利
用
の
承
認
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
、
わ
ず
か
１
条
の
み
で
す
（
図

18-

３
参
照
）。

逗
子
市
条
例
の
よ
う
に
、
市
町

村
暴
力
団
排
除
条
例
の
多
く
が
都

道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と
共
通

の
目
的
や
理
念
を
掲
げ
て
は
い
る

も
の
の
、
暴
力
団
員
や
事
業
者
の

特
定
の
行
為
等
を
禁
止
す
る
条
項

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
該
地
方
公
共

団
体
の
契
約
事
務
や
公
共
施
設
の

利
用
な
ど
、
当
該
市
町
村
の
固
有

事
務
に
関
し
て
暴
力
団
排
除
の
た

め
の
施
策
を
定
め
る
も
の
が
多
数

で
す

（
（

（
注

。
都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と

同
一
事
項
を
規
律
対
象
と
し
て
競

合
関
係
に
立
つ
市
町
村
暴
力
団
排

除
条
例
は
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
後
で
解
説
す
る
岡
山
市
の
暴

力
団
排
除
条
例
の
よ
う
に
、
市
町

村
暴
力
団
排
除
条
例
の
中
に
は
、

暴
力
団
事
務
所
設
置
の
禁
止
規
定
に
反
し
た
者
に
対

し
て
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
こ
と
を
定
め
（
第
25
条
）、
ま
た
、
両
罰
規

定
も
定
め
て
い
ま
す
（
第
26
条
）。

（
２
）
市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例

市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
多
く
は
、
暴
力
団
排

除
の
理
念
及
び
市
民
事
業
者
の
責
務
を
中
心
的
に
定

め
て
お
り
、
制
裁
的
措
置
の
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
（
（

（
注

。

例
え
ば
、
逗
子
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
以
下
「
逗

子
市
条
例
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、目
的
（
第
１
条
）、

定
義
（
第
２
条
）、
基
本
理
念
（
第
３
条
）、
市
の
責

務
（
第
４
条
）
を
定
め
、
職
員
や
指
定
管
理
者
に
対

す
る
暴
力
団
員
等
に
よ
る
不
当
要
求
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
指
針
の
策
定
、
体
制
の
整
備
等

に
つ
い
て
市
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し

（
第
６
条
）、
暴
力
団
関
係
者
が
市
の
実
施
す
る
入
札

へ
の
制
限
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と

し
、（
第
７
条
）、
給
付
金
の
給
付
に
当
た
っ
て
暴
力

団
を
利
さ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の

と
し
（
第
８
条
）
暴
力
団
員
等
に
公
の
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
し
（
第
９
条
第
１
項
）、

暴
力
団
の
公
共
施
設
の
利
用
拒
否
及
び
利
用
許
可
の

取
消
し
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
（
第
９
条

第
２
項
）。
さ
ら
に
、
市
は
、
市
民
及
び
事
業
者
の

暴
力
団
排
除
へ
の
支
援
を
行
い
（
第
10
条
）、
市
が

暴
力
団
排
除
の
た
め
の
広
報
及
び
啓
発
活
動
を
行
い

（
第
11
条
）、
市
が
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
連

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と
同
一
事
項
を
規
律
対

象
と
し
、
競
合
関
係
に
立
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
両

条
例
が
競
合
関
係
に
あ
る
場
合
、
両
条
例
の
間
に
抵

触
関
係
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
抵
触
関
係
が

生
じ
て
い
る
場
合
、
い
ず
れ
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
抵
触
関
係

と
は
、
競
合
関
係
に
あ
る
都
道
府
県
条
例
条
例
と
市

町
村
条
例
に
お
い
て
、
一
方
の
条
例
を
適
用
、
執
行

す
る
こ
と
が
、
他
方
の
条
例
と
矛
盾
し
、
又
は
趣
旨

を
損
な
う
排
他
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す

（
（

（
注

。

抵
触
関
係
が
生
じ
た
場
合
の
適
用
関
係

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
及
び
市
町
村
暴
力
団

排
除
条
例
は
、
そ
の
形
式
的
効
力
に
お
い
て
は
等
し

く
、
適
用
関
係
に
お
い
て
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
競
合
関
係
に
あ
っ
て
も
、
両
条
例
は
、

原
則
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
共
に

適
用
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と
市
町
村

暴
力
団
排
除
条
例
と
の
間
で
抵
触
関
係
が
生
じ
た
場

合
、
一
方
の
条
例
を
適
用
、
執
行
す
る
こ
と
は
、
他

方
の
条
例
と
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
抵
触
関
係
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、

地
方
自
治
法
第
２
条
第
16
項
・
第
17
項
に
よ
り
、
都

図18－３　逗子市条例における具体的措置等
条文 具体的措置 規制対象者 実効性の確保の措置
第９条 暴力団の利益となる場合に

おける公共施設の利用排除
利用許可申請者等 使用拒否、使用許可

の取消し等

3
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あ
る
市
町
村
の
事
務
執
行
を
補
助
し
、
ミ
ニ
マ
ム

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
役
目
を
担
う
と
す
る
市
町
村
優
先

の
原
則
（
地
方
自
治
法
第
２
条
第
３
項
）
か
ら
し
て

も
、
最
小
限
規
制
と
解
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う

（
（

（
注

。

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
最
小
限
規
制
で
あ

れ
ば
、
市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
で
、
同
一
規
律
対

象
事
項
に
対
し
、
都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
よ
り

も
重
い
刑
罰
を
定
め
る
な
ど
し
て
も
、
条
例
間
に
抵

触
関
係
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
都

道
府
県
条
例
で
違
反
事
実
に
対
す
る
公
表
が
定
め
ら

れ
て
い
て
も
、
市
町
村
条
例
で
同
一
違
反
行
為
に
対

す
る
刑
罰
を
定
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
の

場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
条
例
の
規
定
も
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、両
条
例
に
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、

両
条
例
の
構
成
要
件
事
実
を
共
に
充
足
す
る
犯
罪
行

為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
刑
法
理
論
に
よ
っ
て
、
都

道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
に
対
し
て
特
別
法
的
性
格

を
有
す
る
市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
刑
罰
の
み
が

成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
広
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
は
、
都
道

府
県
条
例
で
唯
一
、
市
町
村
条
例
に
対
す
る
ス
タ
ン

ス
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
釈
規
定
を
持
っ
て
い
る
条

例
で
す
。同
条
例
第
25
条
は
、「
こ
の
条
例
の
規
定
は
、

市
町
が
、
地
域
の
実
情
の
応
じ
て
暴
力
団
の
排
除
を

推
進
す
る
た
め
、
条
例
で
必
要
な
規
制
を
定
め
る
こ

と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」（
同
条
第
１
項
）。「
前

道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定
が
市
町
村
暴
力
団

排
除
条
例
の
規
定
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と
市
町
村
暴
力
団
排

除
条
例
と
の
間
に
抵
触
関
係
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県
暴
力
団
排
除

条
例
が
市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
の
か
を
解
釈
等
に
よ

り
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
（

（
注

。

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
に
、
ス
タ
ン
ス
に
つ

い
て
の
解
釈
規
定
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
う
の
は
当

然
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
解
釈
規
定
が
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
解
釈
に
よ
り
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

考
え
う
る
ス
タ
ン
ス
は
、
最
小
限
規
制
、
最
大
限

規
制
及
び
標
準
規
制
で
す
。
ま
ず
、「
最
小
限
規
制
」

に
つ
い
て
で
す
。「
最
小
限
規
制
」
と
は
、
都
道
府

県
暴
力
団
排
除
条
例
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
全
部

に
適
用
さ
れ
る
最
小
限
度
の
規
制
を
定
め
、
都
道
府

県
の
区
域
に
お
け
る
最
低
限
の
規
制
を
確
保
す
る
た

め
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。
市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
に

よ
り
、
同
一
地
域
、
同
一
目
的
で
、
同
一
行
為
に
対

し
、
新
た
に
刑
罰
を
設
け
、
若
し
く
は
、
よ
り
重
い

刑
罰
を
定
め
、
又
は
新
た
な
制
裁
措
置
を
設
け
る
な

ど
の
実
効
性
確
保
の
手
段
に
お
い
て
上
乗
せ
を
す
る

こ
と
を
許
容
す
る
ス
タ
ン
ス
で
す
。

次
に
「
最
大
限
規
制
」
と
は
、
都
道
府
県
暴
力
団

排
除
条
例
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
全
部
に
適
用
さ

れ
る
最
大
限
度
の
規
制
で
あ
っ
て
市
町
村
暴
力
団
排

除
条
例
が
同
一
地
域
、
同
一
目
的
で
、
同
一
行
為
に

対
し
、
新
た
に
刑
罰
を
設
け
、
若
し
く
は
、
よ
り
重

い
刑
罰
を
定
め
、
又
は
新
た
な
制
裁
措
置
を
設
け
る

な
ど
実
効
性
確
保
の
手
段
に
お
い
て
上
乗
せ
を
す
る

こ
と
許
容
し
な
い
ス
タ
ン
ス
で
す
。
都
道
府
県
の
区

域
に
お
け
る
事
務
の
統
一
的
又
は
平
等
的
に
事
務
処

理
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
ス
タ
ン
ス
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

最
後
に
、「
標
準
規
制
」
と
は
、
都
道
府
県
暴
力

団
排
除
条
例
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
全
部
に
適
用

さ
れ
る
標
準
規
制
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、

市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
が
同
一
地
域
、
同
一
目
的

で
、
同
一
行
為
に
対
し
新
た
に
刑
罰
を
設
け
、
若
し

く
は
、
よ
り
重
い
刑
罰
を
定
め
、
又
は
、
新
た
な
制

裁
措
置
を
設
け
る
な
ど
実
効
性
確
保
の
手
段
に
お
い

て
上
乗
せ
を
す
る
こ
と
を
許
容
し
、
さ
ら
に
は
、
都

道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
制
内
容
を
緩
和
す
る

こ
と
も
許
容
す
る
最
も
柔
軟
な
ス
タ
ン
ス
で
、
も
っ

と
も
、
市
町
村
の
政
策
を
優
先
す
る
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

都
道
府
県
の
区
域
全
部
に
適
用
さ
れ
る
暴
力
団
排

除
規
制
は
、
都
市
部
か
ら
農
村
部
ま
で
、
あ
る
い
は
、

都
市
中
心
部
か
ら
都
市
周
辺
部
ま
で
、
と
い
う
よ
う

に
立
法
事
実
の
濃
淡
の
あ
る
区
域
全
部
に
適
用
さ
れ

る
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
、
ま
た
、
市
町
村
が
基
礎

的
自
治
体
で
あ
り
、
都
道
府
県
は
基
礎
的
自
治
体
で
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項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
は
、
条
例
で
前
条

に
よ
る
暴
力
団
事
務
所
の
開
設
又
は
運
営
に
係
る
規

制
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
同
条
第
２
項
）

と
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
広
島
県
の
条
例
で
は
、

原
則
、
標
準
規
制
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
一
部
の
規

制
（
組
事
務
所
の
開
設
、
運
営
）
に
つ
い
て
は
、
最

小
限
規
制
の
ス
タ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
ま
す
。

次
に
都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と
市
町
村
暴
力

団
排
除
条
例
の
競
合
例
を
取
り
上
げ
、
抵
触
関
係
の

有
無
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
と 

市
町
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
競
合
例

（
１
）
勝
央
町
条
例
と
岡
山
県
条
例
の
競
合

勝
央
町
暴
力
団
排
除
条
例
（
以
下
「
勝
央
町
条
例
」

と
い
い
ま
す
。
図
18-

４
参
照
。）
は
、
町
は
、
公

の
施
設
の
利
用
が
暴
力
団
を
利
す
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
利

用
拒
否
、許
可
の
取
消
し
が
で
き
る
と
し（
第
７
条
）、

町
民
及
び
事
業
者
（
以
下
「
住
民
等
」
と
い
う
。）

は
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
運
営
に
資
す
る

目
的
で
、
暴
力
団
員
等
又
は
暴
力
団
員
が
指
定
す
る

者
に
対
し
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与

し
て
は
な
ら
な
い
と

し
（
第
９
条
）、
債
権

の
回
収
、
紛
争
の
解

決
等
に
関
し
て
暴
力

団
等
を
利
用
す
る
こ

と
、
自
己
が
暴
力
団

と
関
係
が
あ
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
て
相
手

方
を
威
圧
す
る
こ
と

等
、
暴
力
団
の
威
力

を
利
用
し
て
は
な
ら

な
い
（
第
10
条
）、
と

し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
第
９
条
、
第
10

条
の
規
定
に
違
反
し

た
疑
い
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
に
対
し
、

当
該
違
反
が
暴
力
団

の
排
除
に
支
障
を
及

ぼ
し
、
又
は
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は

勧
告
し
（
第
12
条
）、
正
当
な
理
由
な
く
、
勧
告
に

従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
第
13
条
）。

岡
山
県
条
例
は
、
事
業
者
が
、
そ
の
行
う
事
業
に

関
し
、
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
し
、
又
は
運
営
に
資

す
る
目
的
で
、
暴
力
団
員
等
及
び
暴
力
団
員
等
が
指

定
し
た
者
に
対
し
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益

を
供
与
す
る
こ
と
を
禁
止
し
（
第
15
条
第
１
項
）、

暴
力
団
員
等
が
事
業
者
か
ら
第
15
条
第
１
項
に
違
反

す
る
こ
と
と
な
る
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の

供
与
を
受
け
る
こ
と
等
を
禁
止
し
（
第
15
条
第
２

項
）、
事
業
者
は
、
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
、
又

は
暴
力
団
の
活
動
を
助
長
す
る
目
的
で
、
暴
力
団
員

等
を
そ
の
行
う
事
業
に
利
用
し
、
又
は
従
事
さ
せ
て

は
な
ら
ず
（
第
16
条
第
１
項
）、
そ
の
他
、
事
業
に

関
し
、暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い（
第

16
条
第
２
項
）、
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
公
安
委
員
会
が

暴
力
団
の
排
除
に
つ
い
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
（
第
21
条
）、
勧
告
を
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
旨
及
び
勧
告
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
第
22
条
第
１
項
）。

こ
の
よ
う
に
岡
山
県
条
例
第
15
条
第
１
項
と
勝
央

町
条
例
第
９
条
、
岡
山
県
条
例
第
16
条
第
２
項
と
勝

央
町
条
例
第
10
条
は
、
同
一
地
域
、
同
一
目
的
、
ほ

ぼ
同
一
の
行
為
を
規
律
対
象
と
す
る
競
合
関
係
に
あ

り
、
当
該
規
定
の
違
反
に
対
す
る
実
効
性
の
確
保
の

措
置
は
共
に
公
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

勝
央
町
に
お
け
る
両
条
例
の
適
用
関
係
に
つ
い
て

は
、
①
岡
山
県
条
例
の
み
が
適
用
さ
れ
る
、
②
勝
央

町
条
例
の
み
が
適
用
さ
れ
る
、
③
両
条
例
が
と
も
に

適
用
さ
れ
る
、と
い
う
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

4

図18－４　勝央町条例における具体的措置等
条文 具体的措置 規制対象者 実効性の確保の措置
第７条 暴力団を利することとなると認

められる場合の公共施設の利用
からの排除

利用者、利用許可申
請者、利用許可を受
けた者

利用の拒否あるいは使用
許可の取消し等
＊ただし、条例で別に定
めることが必要

第９条 暴力団員等への利益供与の禁止 町民及び事業者 ・勧告（第12条）
・公表（第13条）第10条 暴力団員等の威力利用等の禁止 町民及び事業者
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岡
山
市
条
例
第
３
条
か
ら
第
６
条
ま
で
の
規
定
の

実
効
性
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
①
相
手
方
が
暴
力
団

員
で
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
第
３
条
の
規
定
に
違

反
し
て
、
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
特
定
接

客
業
者
（
第
９
条
第
１
号
）、
②
第
４
条
の
規
定
に

違
反
し
て
、
暴
力
団
排
除
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定

岡
山
県
条
例
は
最
小
限
規
制
と
解
さ
れ
て
い
る
の

で
（
（

（
注

、
岡
山
県
条
例
に
加
え
て
、
勝
央
町
条
例
で
さ
ら

に
、
勧
告
→
公
表
と
い
う
実
効
性
確
保
の
手
段
を
重

複
し
て
定
め
て
も
、
岡
山
県
条
例
と
勝
央
町
条
例
と

の
間
に
抵
触
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
つ

の
違
反
行
為
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団

体
が
制
裁
的
公
表
を
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
か

ど
う
か
は
、
政
策
的
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
二
重
の
制
裁
的
公
表
を
回
避
し
よ
う
と

す
れ
ば
、
岡
山
県
条
例
第
23
条
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
競
合
関
係
に
あ
る
規
制
（
暴
力
団
に
対
す
る
財
産

上
の
利
益
供
与
及
び
暴
力
団
威
力
利
用
の
禁
止
）
に

つ
い
て
、
勝
央
町
を
適
用
除
外
区
域
と
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

し
か
し
、
岡
山
県
公
安
委
員
会
は
、
勝
央
町
を
当

該
規
制
に
関
し
、
適
用
除
外
区
域
と
す
る
手
続
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
実
の
違
反
に
対
す
る
制
裁
的
公
表
の
権
限

を
、勝
央
町
が
適
切
に
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
関
し
、

不
安
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
２
）
岡
山
市
条
例
と
岡
山
県
条
例
の
競
合

岡
山
市
の
暴
力
団
排
除
政
策
に
つ
い
て
は
、
同
市

の
暴
力
団
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
を
定
め
る
岡
山
市

暴
力
団
排
除
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
基
本
条
例

を
受
け
て
岡
山
市
暴
力
団
威
力
利
用
等
禁
止
条
例

（
図
18-

５
参
照
）、
岡
山
市
公
共
施
設
に
お
け
る
暴

力
団
排
除
に
関
す
る
条
例
（
図
18-

６
参
照
）
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
岡
山
県
条
例
の
競
合

関
係
が
問
題
に
な
る
の
は
、
岡
山
市
暴
力
団
威
力
利

用
等
禁
止
条
例
（
以
下
「
岡
山
市
条
例
」
と
い
う

（
（（

（
注

。）

で
す
。

岡
山
市
条
例
は
、
特
定
接
客
業
者
は
、
暴
力
団
排

除
強
化
地
域

（
（（

（
注

に
お
け
る
特
定
接
客
業

（
（（

（
注

の
営
業
に
関

し
、
暴
力
団
員
か
ら
、
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
受

け
て
は
な
ら
な
い
と
し
（
第
３
条
）、
暴
力
団
員
は
、

暴
力
団
排
除
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
接
客
業
の
営

業
に
関
し
、
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
し
（
第
４
条
）、
特
定
接
客
業
者

（
（（

（
注

は
、
暴
力

団
排
除
強
化
地
域
に
お
け
る
特
定
接
客
業
の
営
業
に

関
し
、
暴
力
団
員
に
対
し
、
顧
客
そ
の
他
の
者
と
の

紛
争
が
発
生
し
た
場
合
に
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
金
品
そ
の
他
の
財
産
上

の
利
益
を
供
与
し
、
又
は
そ
の
営
業
を
営
む
こ
と
を

容
認
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
金
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
（
第
５

条
）、
暴
力
団
員
は
、
暴
力
団
排
除
強
化
地
域
に
お

け
る
特
定
接
客
業
の
営
業
に
関
し
、
特
定
接
客
業
者

か
ら
、
顧
客
そ
の
他
の
者
と
の
紛
争
が
発
生
し
た
場

合
に
用
心
棒
の
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
の
対
償
と
し

て
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を
受
け
、

又
は
そ
の
営
業
を
営
む
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
の
対

償
と
し
て
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を

受
け
て
は
な
ら
な
い
（
第
６
条
）、
と
し
て
い
ま
す
。

図18－５　岡山市条例における具体的措置等
条文 具体的措置 規制対象者 実効性の確保
第３条 用心棒の役務の提供を受

けることを禁止
特定接客業者 1年以下の懲役又は50万円

以下の罰金
両罰規定（第10条）あり第４条 用心棒の役務を提供する

ことを禁止
暴力団員

第５条 財産上の利益供与の禁止 特定接客業者
第６条 財産上の利益供与を受け

ることを禁止
暴力団員等

図18－６　�岡山市公共施設における暴力団排除に関する条例における具体的�
措置等

条文 具体的措置 規制対象者 実効性の確保
第３条 暴力団の利益になる場合

の公共施設の利用排除
使用許可申請者等 使用不許可、使用許可の取

消し、あるいは使用停止
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接
客
業
の
営
業
に
関
し
、
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を

し
た
暴
力
団
員
（
第
９
条
第
２
号
）、
③
相
手
方
が

暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
第
５
条
の
規

定
に
違
反
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を

供
与
し
た
特
定
接
客
業
者
（
第
９
条
第
３
号
）、
④

第
６
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
暴
力
団
排
除
強
化
地

域
に
お
け
る
特
定
接
客
業
の
営
業
に
関
し
、
金
品
そ

の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
を
受
け
た
暴
力
団
員

（
第
９
条
第
４
号
）、
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
１
年
以

下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
旨
を

定
め
て
い
ま
す
。

右
の
よ
う
に
、
岡
山
市
条
例
第
３
条
は
、
暴
力
団

の
排
除
を
特
に
強
力
に
推
進
す
る
地
域
で
あ
る
暴
力

団
排
除
強
化
地
域
に
お
い
て
、
風
俗
営
業
な
ど
の
特

定
接
客
事
業
者
が
、
暴
力
団
員
か
ら
用
心
棒
の
役
務

の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
相
手
方
が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
の

情
を
知
っ
て
同
条
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
第
９
条
第
１
号
）。

他
方
、
岡
山
県
条
例
第
16
条
第
１
項
は
、
事
業
者

が
、
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
、
又
は
暴
力
団
の
活

動
を
助
長
す
る
目
的
で
、
暴
力
団
員
等
を
そ
の
行
う

事
業
に
利
用
し
、
又
は
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
の
実
効
性
確
保
の
手

段
と
し
て
、
勧
告
（
第
21
条
）、
公
表
（
第
22
条
第

１
項
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
市
条
例
第
３
条
及
び
岡
山
県
条
例
第
16
条
第

１
項
の
要
件
を
共
に
充
た
す
場
合
、
両
条
例
は
、
競

合
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
適
用
関
係

に
つ
い
て
は
、
①
岡
山
市
条
例
の
規
定
の
み
が
適
用

さ
れ
る
、
②
岡
山
県
条
例
の
規
定
の
み
が
適
用
さ
れ

る
、
③
両
条
例
が
と
も
に
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
三

つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

岡
山
県
条
例
は
、こ
れ
ま
で
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

最
小
限
規
制
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
岡
山
市
条
例

で
、
岡
山
県
条
例
よ
り
も
厳
し
い
、
あ
る
い
は
、
新

た
な
実
効
性
確
保
の
手
段
を
定
め
て
も
、
抵
触
関
係

は
生
じ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
岡
山
県
条
例
第
16

条
第
１
項
と
岡
山
市
条
例
第
３
条
と
の
間
に
抵
触
関

係
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
両
条
例
は
、
相
互
に
独
立
し

て
適
用
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
岡
山
市
の
暴
力
団
排
除
強
化
地
域
に
お

い
て
、
特
定
接
客
事
業
を
営
む
者
が
、
相
手
方
が
暴

力
団
員
で
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
そ
の
営
業
等

に
関
し
、
暴
力
団
か
ら
用
心
棒
の
役
務
の
提
供
を
受

け
た
場
合
に
は
、
岡
山
市
条
例
第
９
条
１
号
を
根
拠

に
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
岡
山
県
条
例

第
16
条
第
１
項
違
反
と
し
て
、
同
条
例
第
21
条
、
第

22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
県
公
安
委
員
会

は
、
勧
告
及
び
公
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
管
事
務
に
つ
い
て
の 

条
例
立
案
に
つ
い
て

暴
力
団
排
除
事
務
に
限
ら
ず
、
都
道
府
県
と
市
町

村
に
お
い
て
、
競
合
す
る
可
能
性
の
あ
る
政
策
に
つ

い
て
は
、
事
務
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
執
行
す
る
た

め
に
、
双
方
が
事
前
に
十
分
な
検
討
す
る
た
め
の
機

会
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ
う

（
（（

（
注

。
こ
う
し
た
姿
勢
が
な
け

れ
ば
、
昨
今
の
都
道
府
県
と
市
町
村
に
お
け
る
二
重

行
政
や
政
策
の
齟
齬
、
非
効
率
に
対
す
る
批
判
は
増

す
ば
か
り
で
す
。
と
は
い
え
、
現
実
に
は
、
特
定
の

政
策
分
野
を
除
く
と
、
両
者
が
共
に
地
域
の
経
営
主

体
と
し
て
の
高
い
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
首

長
の
政
治
的
思
惑
な
ど
も
あ
り
、
対
応
は
容
易
で
は

な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

注（
１
）
両
条
例
が
競
合
す
る
場
合
の
適
用
を
論
じ
る
も
の

と
し
て
、
宇
那
木
正
寛
「
暴
力
団
排
除
事
務
を
め
ぐ

る
都
道
府
県
条
例
と
市
町
村
条
例
の
関
係　

抵
触
関

係
の
発
見
と
そ
の
調
整
方
法
（
１
）（
２
）」
自
治
研

究
88
巻
１
号
（
２
０
１
２
）
78-

90
頁
、
88
巻
２
号

（
２
０
１
２
）
87-

１
０
７
頁
が
あ
る
。

（
２
）
同
法
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

24
年
法
律
第
54
号
）
に
よ
り
、
特
定
抗
争
指
定
暴
力

5
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規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例
別
表
第
３
に
掲
げ
る
岡
山
市
の
地
域
を
い
う
（
岡

山
市
条
例
第
２
条
第
３
号
）

（
12
）
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
、

同
条
第
５
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業

（
同
条
第
７
項
第
２
号
、
第
８
項
及
び
第
10
項
に
該
当

す
る
営
業
を
除
く
）、
同
条
第
11
項
に
規
定
す
る
接
客

業
務
受
託
営
業
、
同
項
第
３
号
に
規
定
す
る
酒
類
提

供
飲
食
店
営
業
そ
の
他
岡
山
市
規
則
で
定
め
る
営
業

を
い
う
（
岡
山
市
条
例
第
２
条
第
５
号
）。

（
13
）
特
定
接
客
業
を
営
む
者
で
あ
る
（
岡
山
市
条
例
第

２
条
第
６
号
）。

（
14
）
北
村
喜
宣
「
自
治
体
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
に

お
け
る
都
道
府
県
と
市
町
村
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト

１
１
５
０
号
（
１
９
９
９
）
99
頁
以
下
は
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
条
例
に
関
し
、
都
道
府
県
条
例
の
対
象

事
業
を
市
町
村
条
例
が
重
ね
て
対
象
と
し
て
も
法
的

に
は
問
題
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
制
度
を
動
か
す
た
め
に
は
、
専
門
家
等
の
確
保

を
含
め
そ
れ
な
り
の
行
政
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
で
あ

り
、
市
町
村
が
そ
う
し
た
体
制
を
十
分
に
整
備
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
。
そ
の
上
で
、

「
市
町
村
は
、
県
の
ミ
ニ
版
ア
セ
ス
」
で
は
な
く
、
別

の
機
能
を
も
っ
た
制
度
を
つ
く
る
な
ど
し
て
対
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
市
町
村
の
独
自
の
機
能
を
重
視

し
た
内
容
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。

団
の
指
定
、
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
等
の
指
定
の
制

度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
暴
力
団
事
務
所
使
用
差
止
請
求
制
度
の
導

入
、
禁
止
さ
れ
る
暴
力
的
要
求
行
為
の
類
型
の
追
加
、

国
及
び
公
共
団
体
の
入
札
等
に
係
る
暴
力
的
要
求
行

為
の
類
型
の
追
加
が
な
さ
れ
て
い
る
。
改
正
概
要
に

つ
い
て
は
、
青
田
智
子
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
つ
い
て
」

捜
査
研
究
７
３
９
号
（
２
０
１
２
）
２-

９
頁
、
阿

久
津
正
好
「
平
成
20
年
及
び
24
年
の
暴
力
団
対
策
法

改
正
の
背
景
及
び
概
要
と
今
後
の
法
制
上
の
課
題
」

篠
崎
芳
明
ほ
か
『
実
践
！
社
会
VS
暴
力
団
～
暴
対
法

20
年
の
軌
跡
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、

２
０
１
３
）
63-

71
頁
参
照

（
３
）
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
適
用
事
例
に
つ
い
て

は
、
尾
上
芳
信
「
福
岡
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
改
正

等
に
つ
い
て
」
捜
査
研
究
７
３
０
号
（
２
０
１
２
）

５-

19
頁
を
参
照

（
４
）
都
道
府
県
警
察
本
部
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
都
道
府

県
暴
力
団
排
除
条
例
で
罰
則
、
公
表
と
い
っ
た
制
裁

措
置
を
盛
り
込
み
、
市
町
村
条
例
で
は
暴
力
団
排
除

に
つ
い
て
の
理
念
を
中
心
に
規
定
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岡
山
県
警

察
本
部
は
、
暴
力
団
排
除
の
理
念
を
中
心
に
定
め
た

市
町
村
モ
デ
ル
条
例
案
を
岡
山
県
市
長
会
及
び
岡
山

県
町
村
会
を
通
じ
、県
下
の
市
町
村
に
提
示
し
て
い
る
。

（
５
）
公
の
施
設
の
管
理
な
ど
市
町
村
が
都
道
府
県
か
ら

独
立
し
た
統
治
団
体
と
し
て
、
当
該
統
治
権
に
基
づ

き
独
立
の
事
務
と
し
て
処
理
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

都
道
府
県
暴
力
団
排
除
条
例
で
の
規
制
対
象
と
は
な

ら
な
い
。

（
６
）
宇
那
木
正
寛
「
都
道
府
県
条
例
と
市
町
村
条
例
①
」

自
治
体
法
務
研
究
42
号
（
２
０
１
５
）
１
０
３
頁

（
７
）
宇
那
木
・
前
掲
注
（
６
）
１
０
４
頁
以
下

（
８
）
警
視
庁
の
担
当
者
に
よ
る
論
稿
に
お
い
て
も
、「
区

市
町
村
レ
ベ
ル
の
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は
、・
・
・
・

暴
力
団
情
勢
が
よ
り
深
刻
な
地
区
を
指
定
し
て
踏
み

込
ん
だ
規
制
等
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
き
め
細
か
な
規
定
作
り
が
望
ま
れ
る
」
と
し
、

東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例
が
、
地
域
の
事
情
に
応
じ

て
区
市
町
村
に
よ
る
上
乗
せ
規
制
を
認
め
る
最
小
限

度
規
制
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
飯
利
雄
彦
「
東
京

都
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
警
察
学
論

集
第
64
巻
第
５
号
（
２
０
１
１
）
42
頁
。

（
９
）
岡
山
県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
第
二
課

は
、
岡
山
市
の
照
会
に
対
し
、「
岡
山
県
暴
力
団
排
除

条
例
が
、
最
小
限
規
制
で
あ
る
旨
の
回
答
を
文
書
を

行
っ
て
い
る
。

（
10
）
岡
山
市
条
例
の
よ
う
に
都
道
府
県
条
例
の
内
容
と

競
合
し
て
罰
則
を
定
め
る
条
例
は
希
少
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
希
少
な
例
と
し
て
は
、
松
山
市
暴
力
団
排

除
条
例
第
12
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま
で
（
罰
則
は
、

第
17
条
第
１
号
及
び
第
２
号
）
の
規
定
が
あ
る
。

（
11
）
暴
力
団
排
除
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に

と
っ
て
よ
り
一
層
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
特

に
強
力
に
推
進
す
る
地
域
と
し
て
、
風
俗
営
業
等
の


